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研究成果の概要（和文）： 

 幼児・児童が音楽表現活動を楽しみそれに集中するのは、音楽を構成する要素や音楽の仕組み

にその要因がある。本研究では、音楽的な「ねらい」を明確にすることによって、保育所や幼

稚園での音楽の体験が、小学校音楽科において自覚的な学びに展開する音楽教育カリキュラム

を開発した。作成した指導プログラムの実践をとおして、幼児の音楽的な気づきや表現の質が

高まることや、保育者自身の音楽的資質の向上が確認された。 

 

研究成果の概要（英文）： 

    An important feature of children's interest and concentration to activity of musical 

expression is the characteristics of components and structures which the music itself 

has. In this research, we developed a curriculum of music education in which, by focusing 

the educational value of music, children's musical experiences in nursery or kindergarten 

are grown up to conscious learning of music in primary school. Through creating the 

teaching plan and practicing them, we could ascertain following effects of our curriculum; 

1) it could prompt children's musical findings and more artistic expression, and 2) it 

also could enrich musical ability of nurses and teachers themselves. 
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１． 研究開始当初の背景 

新しい小学校学習指導要領音楽科では、発

達段階に応じた教育内容に配慮すること、特

に第一学年において「幼稚園教育における表

現に関する内容などとの関連を考慮するこ

と」が明記され、領域「表現」に関する内容
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などを参考にして低学年の題材を検討した

り工夫したりするよう、接続期の円滑な連携

が求められている。調査によれば、幼小連携

は96.8％（2003年）

１）

、保小連携は68.2％（2008

年）

２）

に及んでいる。さらに近年の保幼小連

携教育への関心は非常に高く、研究は急速に

深まっているといえる。 

しかしながら、それらの多くは連絡会や交

流学習の実施にとどまっていたり、事例研究

に終わっていたりするものが多く、カリキュ

ラムの連携には至っていない。福岡市での保

育士および幼稚園・小学校教諭を対象とした

意識調査(2007)

３）

でも、教科学習の素地より

も基本的生活習慣や性格形成が重視され、合

同の授業やカリキュラム作成の必要性を認

識している教員は少ない結果が得られてい

る。 

音楽教育においては、三村(2008)

４）

らが小

学校の音楽科教師と幼稚園教諭・保育士を対

象とした音楽教育カリキュラムに関する質

問紙調査から、「音楽教育に対する考え方の

相違」、「連携問題への意識の低さ」、「奏

法に関する情報の少なさ」などが明らかにな

ったことを挙げているように、保育所・幼稚

園においては、小学校の学習内容の準備とし

て鍵盤ハーモニカの演奏や階名唱やリズム

の譜読み等が導入されていたり、一方小学校

音楽科では幼児期の音楽的体験や習得内容

がいかされる内容になっていなかったりす

る。こうした現状のなかで、日本音楽教育実

践会が『21世紀音楽カリキュラム』（2006）

として、幼稚園から高等学校までの音楽教育

について、「人と地域と音楽」・「音楽の仕

組みと技能」・「音楽と他媒体」を柱とした

緻密なカリキュラムとプログラム案を提示

したり、三村らによる音楽的リテラシーを中

心とした連携カリキュラム開発など

4)

が為さ

れたりしてきたが、カリキュラムは研究開発

の域にあって、実践レベルでの活用に至って

いないのが現状である。 

  

２． 研究の目的 

音楽教育においても、音楽の表現・感受や

理解は発達段階に応じて深められる。しかし

ながら近年の実践とそこでの理論的な提案

においても、幼児教育と小学校教育を本格的

な教育課程として一貫させるための発達的

理論枠組みがなお明確ではない。そこで本研

究では、まず、(1)実践プログラムの前提とな

る子どもの音楽的発達と音楽活動の実態を明

らかにする。それに基づいて、(2)保幼小連携

における音楽カリキュラムを構築し、(3)実践

プログラムを開発するともに、実践現場と連

携しPDCAサイクルを繰り返しながら、より実

践に即したプログラムにしていく。 

このように本研究は、幼児期の豊かな音楽

的体験とその分化と深化の方法論を探るも

のであり、小学校音楽科の教科教育としての

充実を目指している。 

 

３．研究の方法 

(1)実態調査 

保育所・幼稚園の年長児および小学校 1年

生の子どもたち（岡山・広島・東京・兵庫）

を定期的に観察し、音楽活動の実態や、音・

音楽に対する認知、音楽的概念、音楽的行動

表現の発達についての調査を行い、年齢ごと

の違いとそれぞれの発達課題および、音楽表

現や音楽科授業の課題を明らかにする。 

 

(2)音楽カリキュラムの構築 

 (1)での調査結果とコダーイやダルクロー

ズのメソッド、サウンドエデュケーションな

どの文献研究を参考にして、幼児期の無自覚

な学びが児童期の自覚的な学びにつながる

ような音楽教育カリキュラムを構築する。 

 

(3) 実践プログラムの開発とその実践 

(2)のカリキュラムに位置づけられる指導プ

ランを作成し、ワークショップや学会発表な

どをとおして、実践プログラムがより多くの

保育者と小学校低学年担任教師によって取

り組まれることを目指す。その後、実践結果

を聞き取り調査していくことにより、保幼小

連携を円滑に展開する音楽カリキュラムの

構築にいかしていく。 

 

４．研究成果 

(1)実態調査から 

 保育所・幼稚園における年長児の自由な遊

びや音楽表現、および小学校 1年生の音楽の

授業参観などをとおして、以下のことが明ら

かになった。 

①幼児は身のまわりの音や人の声を聴いて、

さまざまに感情を抱き、考えたり連想した

りしている。しかしながら歌唱や合奏とい

った音楽の再表現活動のなかでは、幼児が

音や音楽について考えたり連想したりす



 

 

るような取り組みが為されていない。 

②幼児期には小学校音楽科に備えて、鍵盤ハ

ーモニカが導入されたり楽譜の読み方が

教えられたりしている場合があるが、小学

校ではその体験を期待していない。 

③幼児は、テンポ・音の高低・リズム・拍子・

音色などの違いについての認知に優れて

おり、遊びのなかでもそれらに気づいたり

表現したりしている。 

④そうした気づきや表現は、保育者の共感や

働きかけによって自覚され、質の高いもの

になっていく。 

⑤幼児期の音楽表現の経験の内容が、小学校

1 年次において発展するよりむしろ後退す

る傾向にある。 

これらの結果から、幼児期の「無自覚な学

び」が、小学校での「自覚的な学び」に円滑

に変容するには、保育者が音楽を特徴付ける

要素に自覚的であること、一方小学校教師は、

子どもが経験してきた無自覚な学びを見通

して、それらを深化させる授業づくりを行う

ことが必要であることが見出された。 

 

 (2)保幼小連携の音楽カリキュラム 

(1)の調査から、「音楽を特徴付けている要

素」や「音楽の仕組み」が、幼児や児童が音

楽表現を楽しみ没頭する大きな要因となっ

ていることがわかった。したがって本研究で

は、小学校新学習指導要領の[共通事項]に挙

げられた内容にあわせて、音楽教育カリキュ

ラムの構築を行った。 

幼児期においても、保育者が音楽活動のな

かで「音楽を特徴付けている要素」や「音楽

の仕組み」を自覚すること（活動のねらいの

明確化）が、子どもの無自覚な学びや表現の

芽生えを助長する。以下に、共通事項で示さ

れる内容にそった 5歳児の音楽表現のねらい

と教材例、および、それが小学校音楽科低学

年のねらいとの関連の一覧を提示する。 

 

[[[[共通事項共通事項共通事項共通事項]]]]にそったにそったにそったにそった５５５５歳児歳児歳児歳児のののの音楽表現音楽表現音楽表現音楽表現とととと小学校低小学校低小学校低小学校低

学年音楽科学年音楽科学年音楽科学年音楽科のねらいのねらいのねらいのねらい    

共 通

事項 

5 歳児おける音楽表現

のねらいの例 

教材例 小学校低学年

のねらい 

 

 

 

友だちの声をよく聴

き，その違いに興味・

関心をもつ。（態度） 

かごめかご

め 

 

いろいろな音

に対する興味

関心を育てる

様々な声色で歌うこ

とを楽しむ。（心情） 

笑った声・

泣いた声・

カラスの声

等 

動物に合った楽器の

音色を考える。（意欲） 

山の音楽家 

ようにする。 

鳴らし方を工夫する

ことで、いろいろな音

色が表現できること

を知る。（意欲・態度） 

トライアン

グル，タン

ブリン 

 

 

音 色 

素材による響き（共

鳴）の違いを感じる。

（心情） 

オルゴール

の中身を使

った共鳴 

いろいろな楽

器の音の鳴ら

し方を工夫し

ながら、様子に

合う音を探し

て演奏するこ

とができるよ

うにする。 

言葉のリズムに合わ

せて、タッカのリズム

を理解し（態度）、そ

の表現を楽しむ。（心

情） 

おつかいあ

りさん 

かたつむり 

 

 

 

 

リ ズ

ム 

拍の流れのなかで、言

葉を唱えながらその

リズムを叩いて表現

することを楽しむ。

（心情） 

言葉のリズ

ム遊び（模

倣から即興

表現へ） 

リズムの違い

に気付いたり、

拍の流れにの

って簡単なリ

ズムを演奏し

たりすること

ができるよう

にする。 

 

 

 

速 度 

身体を動かす（指揮者

になりきる）ことでテ

ンポの変化を感じ取

り、その表現を楽し

む。（態度・心情） 

カリンカ 

ハンガリー

舞曲 

 

楽曲の気分を

感じ取りなが

ら、想像豊かに

聴いたり思い

をもって表現

したりするこ

とができるよ

うにする。 

高さを変えて声を出

し(意欲・態度)、その

違いを楽しむ。（心情） 

音のエレベ

ーター 

紐楽譜を見ながら、声

の高低の違いを表現

することを楽しむ。

（意欲・態度） 

紐楽譜 

鍵盤ハーモニ

カに親しみな

がら、基本的な

演奏の仕方を

身につけるこ

とができるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

旋 律 
アクションソングを

楽しみながら音の高

低を感じる。（心情） 

ひげじいさ

ん、大きな

栗の木の下

で 

 

 

階名で模唱や

暗唱をしたり、

これをもとに

楽器を演奏し

たりすること

ができるよう

にする。 



 

 

異なる２曲が同じ旋

律であることに気づ

く。（態度） 

いとまき 

ゆきのこぼ

うず 

 

言葉に簡単な節をつ

けて歌うことを楽し

む。（心情） 

言葉と旋律

（ エ コ ー

唱、問答唱） 

音の高さに気

をつけながら、

階名で模唱や

暗唱をして音

程感を養うよ

うにする。 

情景を思い浮かべ、そ

れにあう声の表現を

工夫する。（態度） 

めだかの学

校 

 

 

強 弱 

繰り返されるメロデ

ィーで、だんだん声を

大きくしていくこと

を楽しむ。（心情） 

コンコンク

シャンのう

た 

互いの歌声や

楽器の音を聴

き合いながら、

気持ちを合わ

せて演奏する

ことができる

ようにする。 

拍の流れに乗って歩

き、音楽に合わせて友

だちと関わることを

楽しむ。（態度・心情） 

 

あくしゅで

こんにちは 

 

音楽を聴いた

り体を動かし

たりしながら、

拍の流れを感

じ取ることが

できるように

する。 

拍の流れに乗る中で、

拍子の変化する面白

さを感じる（態度） 

あんたがた

どこさ 

 

 

 

拍 の

流 れ 

 

 

 

拍子の変化に合わせ

て、身体表現を工夫す

ることを楽しむ。（心

情） 

拍子を変化

させたなべ

なべそこぬ

け/うみ 

歌ったり体を

動かしたりし

て、２拍子や３

拍子の曲の気

分を感じるこ

とができるよ

うにする。 

手あそび歌やわらべ

うたを楽しみながら、

音楽のフレーズに合

わせて身体表現を変

化させることを楽し

む。（心情） 

なっとう 

川の岸の水

車 

こどもとこ

ども 

 

 

 

 

フ レ

ー ズ 

息継ぎを合わせて歌

うことで、言葉と音楽

のまとまりの一致を

感じ取る（態度） 

はるがきた 

 

いろいろな楽

器の音の鳴ら

し方を工夫し

ながら、様子に

合う音を探し

て演奏するこ

とができるよ

うにする。 

同じメロディーの繰

り返しを感じる。（態

度） 

おはながわ

らった 

 

 

 

 

反 復 同じリズムが繰り返

される緊張感と楽し

さを味わう。（心情） 

かぜ 

互いの歌声や

楽器の音を聴

き合いながら、

気持ちを合わ

せて演奏する

ことができる

ようにする。 

 

 

問 い

同じメロディーの呼

びかけ合いを楽しむ。

（心情） 

アイアイ 互いの歌声や

楽器の音を聴

き合いながら、

と 

答 え 

相手を思い浮かべ、呼

びかけるように歌う

ことを楽しむ。（心情） 

おかあさん 

ぞうさん 

気持ちを合わ

せて演奏する

ことができる

ようにする。 

ストーリー性のある

歌で、物語の描く世界

を想像しながら歌う

ことを楽しむ。（心情） 

 

 

あめふりく

まのこ 

思い出のア

ルバム 

 

 

 

楽曲の気分を

感じ取りなが

ら、想像豊かに

聴いたり思い

をもって表現

したりするこ

とができるよ

うにする。 

 

 

 

歌詞 

歌詞の表す気持ちを

想像して歌うことを

楽しむ(心情） 

サッちゃん 

夕やけこや

け 

歌詞の表す様

子や気持ちを

想像して、歌い

方を工夫する

ことができる

ようにする。 

 

(3)実践プログラムとその実践 

次に、こうした「ねらい」に対応する具体

的な指導プランを作成し、主に保育所におい

て実践し、PDCA サイクルを繰り返しその改善

を図った。実践プランは、幼児教育の活動の

特質である「楽しさの原理」、「構成の原理」、

「集中の原理」、「感性の原理」

５）

を理論的枠

組みとした。 

保育者からは、「手遊び歌は注目させたり

静かにさせたりするための活動のつなぎの

役割でしかなかったが、音の変化や音楽的な

流れと身体表現との連動を幼児自らが感受

している」、『夕やけこやけ』を歌った際、「は

じめのうちは歌詞のなかの言葉のそれぞれ

に幼児が反応して、“おててつないで”のフ

レーズでは手をつないで勢いよく歌われて

いたが、保育者が、詩のイメージを言葉で説

明したり実際に夕焼けを見たりするなどし

て伝えてみると、叫ぶような歌声は消えゆっ

たりとした温かい感じの歌い方になった」な

どの感想が寄せられた。また、「保育者が表

情豊かに歌うことで、幼児は、その音の動き

や強弱を感じとって身体表現に結びつける

ような遊び方を見出すようになる」、「『うみ』

では 3拍子を拍節的にとらえるとゆったりし

た表情が失われたので、拍子の取り方も曲の

表情に合わせることが必要」など、音楽的な

ねらいによる実践プランが保育者自身の音

楽的資質向上につながることがわかった。 



 

 

なお、円滑な連携を目指すための保育者と

小学校教諭の認識として、以下の４点が重要

であることが確認された。 

①幼児は共通事項の内容に対して無自覚で

あっても、保育者は自覚し意識しておく必

要がある。 

②保育者は、小学校での学びの内容を把握し

ながらも、幼児期にこそ必要な教育内容を

検討することを忘れてはいけない。 

③保育者の働きかけは、楽しい活動を保障す

る点から小学校音楽科授業にも取り入れ

る必要がある。 

④小学校音では、児童が幼児期に経験してき

た無自覚な学びを的確に把握し、それらを

深化させる授業づくりが重要である。 

 以上に加えて、保育者・小学校教師が共に

連携を見据えた認識を持ち、それぞれの時期

における学びの内容を自ら体験したり確認

したりしておくことも極めて重要である。 
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